
、

..， 

底部

f
t
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

今
金
町
出
身
鈴
木
選
手
(
パ
イ
ロ
ッ
ト
)

健
闘
お
よ
ば
ず
ゆ
位

F 

~ 

今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月 1日
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舎
金
嘗
椋
署
が

「
舎
金
窓
林
管
理
包
ン
タ
l
」

に
改
組
さ
れ
ま
す

， 

平
成
9
年
度
の
営
林
署
の
統
合
・

改
組
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
お
営

林
署
の
統
合

・
改
組
を
行
う
こ
と

と
し
、
林
野
庁
に
お
い
て
慎
重
に

検
討
さ
れ
た
結
果
、
東
瀬
棚
蛍
林

暑
と
今
金
営
林
山
者
と
を
統
合
し
、

東
瀬
棚
営
林
岩
と
今
金
森
林
管
理

セ
ン
タ
ー
に
平
成
問
年
3
月
引
日

を
も
っ
て
改
組
さ
れ
る
予
定
で
す
。

巨
綴
な
赤
字
財
政
に
苦
し
む
林

野
庁
は
、
国
有
林
野
事
業
の
自
主

的
改
善
努
力
の

一
環
と
し
て
、
昭

和
同
年
度
以
降
改
善
計
画
に
基
づ

き
、
組
織
機
椛
の
簡
素
化
・
合
理

化
を
行
い
、
当
初
全
国
で

3
5
1

営
林
岩
で
あ
っ
た
も
の
を
、
現
在

で
は

2
6
4
営
林
署
ま
で
縮
小
し

て
き
ま
し
た
。

今
金
営
林
岩
存
自
に
つ
い
て

は
、
営
林
署
が
廃
止
に
な
る
よ
う

な
場
合
、
経
済
、
サ
ー
ビ
ス
面
で

の
影
響
、
過
疎
に
拍
車
を
か
け
る

な
ど
、
叫
に
及
ぼ
す
影
響
は
図
り

知
れ
な
い
も
の
に
な
る
と
昨
年
9

月
却
目
、
今
金
営
林
署
の
存
置
を

-・‘
‘4 、、---， ， _.，-~ 

~.:.~."崎、台』・『
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が
地
域
保
健
の
拠
点
と
し
て
十
分
に
そ
の
役
…

制
が
発
仰
で
き
る
よ
う
な
再
編
整
備
を
行
う
日

乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

m

-
保
健
所
所
管
区
域
の
見
直
し

…

現
行
江
川
保
健
所
が
お
保
健
所
に
再
編
さ
れ
…

本
町
は
八
雪
国
保
健
所
の
所
管
と
な
り
現
行
の

今
金
保
健
所
は
八
雲
保
健
所
の
支
所
に
な
り
…

ま

す

。

…

av
保
健
所
機
能
の
充
実

保
健
所
へ
の
権
限
委
譲
を
進
め
る
な
ど
、
一

地
域
重
視
の
視
点
に
立
っ
て
保
健
所
機
能
を
~

充
実
し
、
市
問
，
村
と
の
連
抽
出
の
も
と
に
地
域
山

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
)

て
い
ま
す
。

な
お
、
支
所
に
お
い
て
は
、
保
健
所
業
務

の

一
部
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一

。

支

所

業

務

の

主

な

も

の

…

.
市
町
村
の
保
健
事
業
へ
の
技
術
支
援

-
精
神
障
害
者
や
難
病
患
者
の
方
々
に
対
す
…

る

相

談

や

訪

問

指

導

川

・
各
種
医
療
費
、
各
種
前
認
可
等
の
申
荷
受
山

理

…

.
試
験
検
査
の
た
め
の
検
体
の
受
付
な
ど

-
お
問
い
合
わ
せ

一

今
金
保
健
所

求
め
る
今
金
町
民
の
会
が
主
催
で

全
町
民
を
あ
げ
て
の
町
民
集
会
を

開
催
し
、
地
域
の
強
い
要
望
、
陳

情
行
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
1
月
お
日
に
林

野
庁
が
発
表
し
た
、
平
成

9
年
度

全
国
営
林
署
統
合
改
組
方
針
で

は
、
道
内
町
笛
林
署
の
う
ち
、

7

営
林
署
を
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー
に

改
組
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
、
残

念
に
も
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
暫
定
組
織
と
し
て

「森
林
管
理
セ
ン
タ
ー
」
が
配
置

さ
れ
、
当
面
、
営
林
署
時
の
機
能

で
業
務
が
遂
行
さ
れ
る
見
通
し
で

す
。
近
い
将
来
の
組
織
形
態
を
含

め
、
具
体
的
な
見
通
し
は
不
透
明

な
状
況
で
す
。

函
館
営
林
支
局
か
ら
示
さ
れ
た

今
金
蛍
林
署
が
束
瀬
棚
に
統
合
さ

れ
る
理
由
は
、
「両
署
聞
の
距
離

が
近
い
こ
と
、
両
箸
の
管
理
面
積

及
び
事
業
規
模
が
小
さ
い
こ
と
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

吏
に
林
野
庁
は
、
国
有
林
野
事

業
の
抜
本
改
革
の
た
め
の
特
別
措

置
法
案
な
ど

2
法
案
を

2
月
中
旬

に
も
図
会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
益
々
厳
し
い
状
況
が

• • 

平
成
問
年
4
月
1
日
か
ら

道
立
今
金
保
健
所
が

「
今
金
支
所
」
に
変
わ
り
ま
す

町
、
町
教
委
、

き
学
園
が
共
催
で

2
月
日

目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
合
同
町
民
学
級
並
び

に
い
き
い
き
学
園
講
演
会

が
行
わ
れ
、
町
民
約

1
8

0
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

平
成

9
年
ロ
月
げ
日
「
北
海
道
保
健
所
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、

平
成
印
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
改
正
は
、
住
民
に
身
近
で
頻
度

の
高
い
保
健
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
が
、
精
神

保
健

・
難
病

・
エ
イ
ズ
対
策
な
ど
に
広
域
的

・

専
門
的

・
技
術
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
都
道
府
県

が
担
う
と
い
う
地
域
保
健
の
新
し
い
枠
組
み

に
関
す
る
法
改
正
に
基
づ
き
、
道
立
保
健
所

合同町民学級並びに

いきいき学園講演会

フ
旬l
l
n
u
n
4
r
o
t
i

L
き
い

ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
、

ガ
イ
モ
の
花
(
秋
山
道
子
代
表
)

に
よ
る
手
作
り
の
大
型
紙
芝
居

「
今
金
物
詔
」
と
北
海
道
ぼ
け
老

人
を
支
え
る
家
族
の
会
の
立
野
新

平
会
長
の
講
演
会
が
行
な
わ
れ
ま

ジ
ャ

し
た
。ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
花
で
は
、

(
当
時
利
別
村
)
開
妬
の
中
で
大

変
苦
労
し
た
附
墾
段
家
の
織
子
や

北
海
道
の
寒
さ
に
強
い
米
の
品
穣

改
良
に
成
功
し
、
大
正
同
年
に
大

日
本
農
業
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
佐

藤
万
太
郎
さ
ん
の

「利
別
万
太
郎

早
稲
」
の
功
綴
が
稲
作
曲
民
家
の
大

き
な
希
望
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な

ど
が
大
型
紙
芝
居
や
ス
ラ
イ
ド
を

組
み
合
わ
せ
今
金

1
0
0
年
の
歴

史
を
語
り
ま
し
た
。

立
野
講
師
に
よ
る
講
演
会
で

A、
金

「支
え
合
い
で
生
き
て
い
る

社高は
会齢
にイじ
突社
入会
し 」

て
い
る
状
況高
を齢
グ化

と
題
し
、

〕2
 

〔

予
想
さ
れ
、
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー

の
今
後
に
つ
い
て
も
見
通
せ
な
い

中
、
町
と
し
て
も
こ
れ
以
上
過
疎

化
に
拍
車
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

関
係
機
関
に
強
く
要
話
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ラ
フ
な
ど
使
い
北
海
道
の
高
齢
化

率
の
高
さ
、
三
世
代
の
同
居
率
の

低
さ
な
ど
、
家
族
の
き
ず
な
の
大

切
さ
や
在
宅
ケ
ア
の
遅
れ
を
指
摘

し
、
ま
た
、
ボ
ケ
は
、
男
女
差
は

あ
る
が
年
齢
と
共
に
附
加
し
、
物

忘
れ
に
つ
い
て
は
、
脳
の
疾
病
な

ど
が
上
げ
ら
れ
、
早
期
発
見
に
よ

る
改
善
の
可
能
性
と
初
期
の
目
安

や
痴
呆
介
諮
の
特
殊
性
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
数
多
く
の
資
料
を
お
り

ま
ぜ
参
加
者
に
分
か
り
ゃ
す
く
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

。
ボ
ケ
の
早
期
発
見
の
目
安

.
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る

.
被
害
的
言
動

・
着
衣
や
食
事
が
乱
れ
る

・
怒
っ
た
り
興
怒
し
や
す
い

な
ど
で
す
。

〕3
 

〔



清
水
伊
勢
吉
さ

h

百
歳
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す

1
月

μ
目
、
豊
寿
園
に
入
所
さ

れ
て
い
る
清
水
伊
勢
吉
さ
ん
が
満

1
0
0
歳
を
迎
え
長
寿
の
お
祝
い

金
と
し
て
村
本
町
長
よ
り
敬
老
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
、
明
治
汎
年
に
新

潟
県
に
生
ま
れ
日
歳
で
先
に
入
植

し
て
い
た
叔
母
を
頼
り
来
道
。
開

拓
農
家
と
し
て
叔
母
と
と
も
に
農

業
に
従
事
し
ま
し
た
。
大
正
9
年

に
妻
テ
リ
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た

が
、
昭
和
同
年
に
先
立
た
れ
、
終

戦
後
、
農
業
に
加
え
酪
農
を
は
じ

め
、
現
在
、
孫
の
健
一
さ
ん
が
引

き
継
い
で
い
ま
す
。
娯
楽
の
少
な

か
っ
た
時
代
、
囲
碁
で
は
右
に
出

る
者
が
い
な
い
程
の
腕
前
で
あ
っ

た
が
、
平
成

8
年
に
体
調
を
崩

し
、
平
成
9
年
2
月
に
豊
寿
園
に

入
所
、
今
日
1
0
0
歳
の
仲
間
入

り
と
な
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
花
束
や
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
町
長
か
ら
「
本
町
の
代

表
的
な
農
家
と
し
て
貢
献
し
、
こ

北
海
道
若
年
億
秀
技
能
者
知
事
表
彰

受
賞
制
の
め
で
と
う

高

美

町

鷲

野

恵
一
さ
ん

北
海
道
職
業
能
力
開
発
協
会
主

催
の
第
泊
四
北
海
道
職
業
能
力
開

発
促
進
大
会
が
2
月
5
日
、
釧
路

市
内
の
ホ
テ
ル
で
関
か
れ
、
鷲
野

さ
ん
が
北
海
道
若
年
優
秀
技
能
者

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

鷲
野
さ
ん
は
、
平
成
2
年
桧
山

北
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
鮒
坂
本

建
設
建
築
部
に
入
社
と
同
時
に
北

海
道
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
に
入

多額の寄付

ありがとうごさいます

旺眠中および出産後の
健康管理l之関する措置の

義務化12ついて

(
お
歳
)

学
し
、
平
成
5
年
3
月
に

2
級
技

能
士
(
型
枠
工
事
)
を
取
得
、
建

築
大
工
の
技
能
士
の
取
得
に
向

け
、
現
在
、
仕
事
と
勉
強
に
奮
闘

中
で
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
作
業
に
対
す

る
姿
勢
、
態
度
は
、
事
業
主
は
も

と
よ
り
、
先
輩
、
同
僚
か
ら
も
信

頼
さ
れ
、
若
年
技
能
士
と
し
て
他

の
模
範
と
な
る
こ
と
な
ど
が
認
め

f 

今
金
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式

会
社
の
藤
田
悦
雄
社
長
よ
り
工
場

の
新
築
落
成
披
露
を
取
り
止
め
、

1
0
0
万
円
を
町
の
た
め
に
と
町

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
職
場
進
出
が
進
み
、
妊

娠
、
出
産
後
も
働
き
続
け
る
女
性

労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、

母
性
を
保
護
し
、
女
性
が
働
き
な

が
ら
安
心
し
て
出
産
で
き
る
条
件

を
整
備
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

ω年
4
月
l
日
よ
り
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
改
正
に
伴
い
母
性
健

康
管
理
に
関
す
る
措
置
が
義
務
化

さ
れ
、
ま
た
、
労
働
基
準
法
の
母

性
保
護
に
関
す
る
規
定
が
拡
充
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
母
性
健
康
管
理
に
関
す
る
義
務

レ
uイ

• • 
れ
か
ら
も
長
く
人
生
の
喜
び
を
満

喫
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
入
所
者
な
ど
か

ら
も
「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
祝
福
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ら
れ
た
も
の
で
全
道
か
ら
は
人
が

建
築
大
工
な
ど
の
各
部
門
よ
り
表

彰
さ
れ
、
桧
山
管
内
で
は
じ
め
て

の
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

北
海
道
銀
行
株
式
会
社
の
五
十

嵐
函
館
支
庖
長
よ
り

1
0
0
年
を

記
念
し
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
の

図
書
購
入
費
と
し
て
却
方
円
を
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

-
事
業
主
は
、
女
性
労
働
者
が
母

子
保
健
法
に
基
づ
く
妊
婦
健
診

を
受
診
す
る
た
め
の
通
院
時
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

・
事
業
主
は
保
健
指
導
文
は
健
康

診
断
に
基
づ
く
医
師
の
指
導
事

項
を
守
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

。
母
性
保
護
の
拡
充

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
の
産
前
休
業

期
間
は
凶
週
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

北
海
道
女
性
少
年
室

8
0
1
1
1
7
0
9
2
3
1
1
 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡・・・

少年の非行、家出の防止と
少年を暴力団から守る

活動の強化

回

-----
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ト
ン
ネ
ル

凍
結

(4J 

内
の
事
故
防
止
に

防
止
剤
の
自
動
散
布
機

函
館
土
現
今
金
出
張
所
(
細
田

広
範
所
長
)
は
、
道
内
で
初
め
て

の
凍
結
防
止
剤
の
自
動
散
布
機
を

道
々
八
雲
今
金
線
の
日
進
覆
道
出

入
り
口
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
自
動
散
布
機
は
、
左
右
各

日

m
、
前
方
H
m
の
範
囲
に
薬
剤

を
自
動
散
布
し
、
車
が
さ
び
な
い

酢
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

を
使
用
し
、
薬
剤
散
布
時
は
機
械

の
稼
働
を
知
ら
せ
る
赤
色
回
転
灯

が
付
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

装
置
が
設
置
さ
れ
た
日
進
覆
道

は
、
防
雪
用
ト
ン
ネ
ル

4
1
2
m

で
雪
の
降
り
始
め
、
春
先
ご
ろ
ト

ン
ネ
ル
内
だ
け
が
凍
結
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
こ
の
度
、
試
験
的

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

。
散
布
時
に
は
、
薬
剤
が
飛
び

散
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
運

転
し
て
く
だ
さ
い
。

「
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
」

平
成
凶
年
分
所
得
税
等
の
特
別

減
税
に
関
連
し
、
「
臨
時
福
祉
特

別
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
給
付
金
の
種
類
等

O
臨
時
福
祉
給
付
金

O
臨
時
介
護
福
祉
金

• • テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
ツ
l
シ
ョ

ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
し
た
少
女

が
、
性
非
行
や
覚
せ
い
剤
乱
用
に

至
る
事
案
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す。
「遊
ぶ
金
欲
し
さ
」
の
性
非
行

を
繰
り
返
し
て
い
る
過
程
で
、
暴

力
団
員
と
知
り
合
い
党
せ
い
剤
を

注
射
さ
れ
る
な
ど
、
被
害
に
遭
う

ケ

i
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

学
期
末
か
ら
春
休
み
に
か
け
て

少
年
た
ち
は
、
学
校
生
活
か
ら
開

放
さ
れ
た
気
の
ゆ
る
み
な
ど
か
ら

仲
間
同
士
の
飲
酒
、
喫
煙
等
の
非

行
に
走
る
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
に

••••••••• 

の
お
知
ら
せ

O
臨
時
特
別
給
付
金

交
詳
し
い
問
い
合
わ
せ

「
と
し
べ
つ
」
保
健
福
祉
課

8
2
1
2
7
8
0
 

役
場
町
民
課

8
2
1
0
1
1
1
 

お
い
て
は
子
供
に
対
す
る
注
意
が

必
要
で
す
。

家
庭
で

一
番
大
切
な
の
は

「明

る
く
楽
し
い
家
族
の
対
話
」
と

「
子
供
さ
ん
の
行
動
に
関
心
を
持

っ
た
声
か
け
」
で
す。

子
供
さ
ん
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
交
番

又
は
答
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
北
槍
山
警
察
署
8
4
6
1
1
0

0
今
金
交
番

8
2
1
0
4
3
5

• • 
E 

aA.iF.三金ぷ安心"を絹麿す.?J
オ認~都度ててす

もし国民年金の加入手続きを怠ったり 、保険料を

未納のまま放っておいたりすると、老齢になったと

きや死亡・障害になったときに年金を受けられなく

なってしまいます。保険料は必ず納めるようにしま

しょう。

国民年金制度は、誰のため

でもない、自分自身のために

あるのです。きちんと加入手

続きを行い、保険料は忘れず

納期内に納めましょう。

〕5
 

〔



い
ま
か
ね

第
叩
圏

第

2
固

第
日
回
を
迎
え
た
「
い
ま
か
ね

雪
ま
つ
り
」
が
あ

1
そ
ぼ
を
テ
ー

マ
に
ふ
れ
あ
い
広
場
で

2
月
7
・

8
日
(
展
示
7

1
1
日
)
賑
や
か

に
聞
か
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
長
野
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
白
馬
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
本
町
出
身
の
鈴
木
選
手

が
出
場
す
る
ポ
ブ
ス
レ

l
を
北
海

道
ボ
ブ
ス
レ

l
協
会
の
好
意
に
よ

ま
つ
り

寧
戚

槍
山
大
会

通
安
全
協
会
、
今
金
ス
タ
ン
プ
会

提
供
に
よ
る
ふ
る
ま
い
餅
ま
き
な

ど
行
わ
れ
、
ま
た
、
宝
探
し
ゲ
ー

ム
、
メ
ガ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ

l
、

花
火
大
会
な
ど
両
日
に
わ
た
り
多

彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大

勢
の
見
物
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

第
E
固
平
田
富
呂
輯

橿
鴎
曲
ざ
し
熱
輔

い
ま
か
ね
雪
祭
り
に
合
わ
せ
、

第
2
回
平
成
雪
合
戦
槍
山
大
会
兼

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
出
場
予
選

会
と
子
供
た
ち
に
よ
る
雪
合
戦
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

7
日
は
、
国
際
大
会
の
予
選
を

兼
ね
た
第
2
田
平
成
雪
合
戦
槍
山

大
会
に
は
、
槍
山
管
内
よ
り
同
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
試
合

開
始
と
同
時
に
フ
ラ
ッ
グ
を
奪
わ

れ
る
チ

l
ム
も
あ
り
、
観
客
者
に

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
は
、
昨
年
惜
し
く
も
準
優

~ 
A =， 
場 L
内
を
優
雅

見
学

り
2
台

(
4
人
乗
り
、

2
人
乗
り
)

を
展
示
し
ま
し
た
。

雪
像
は
、
今
金
町
農
協
の
職
員

総
出
の

「国
宝
犬
山
城
」
、
子
供
た

ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
滑

り
台
な
ど
お
基
が
参
加
者
の
手
で

見
事
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ポ
ス
タ

ー
製
作
者
ら
に
記
念
品
の
贈
呈
、

雪
像
の
引
き
渡
し
式
、
今
金
町
交

4郵便番号が

7桁になります。
雪像で協力を '

• 
hv
あ
の
感
動
を
も
う

一
度川

hv
今
金
高
等
養
護
学
校

完
成
を
祝
っ
て
パ
チ
リ

• 
長野オリンピック白馬をイメージふるまいもちまきVオープニング

企スパークリング花火ショ ー

ヲ証秀鴨(インが有手l止
‘空事長11'手-~

、. • 

企勝利を確信して突進

勝
の
厚
沢
部
町
の
太
鼓
山
チ
ー

ム
、
役
場
農
林
、
耕
地
開
発
課
で

構
成
さ
れ
た
ほ
こ
ほ
こ
チ
l
ム
が

準
優
勝
し

2
月
お
目
、
3
月
l
日

に
行
わ
れ
る
昭
和
新
山
国
際
雪
合

戦
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

8
日
に
は
、
町
内
の
子
供
た
ち

で
構
成
さ
れ
た
6
チ
l
ム
の
試
合

も
行
わ
れ
、
防
御
壁
か
ら
身
を
乗

り
出
し
て
雪
だ
ま
を
投
げ
合
い
、

応
援
に
駆
け
つ
け
た
父
母
ら
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

子
供
の
部
の
優
勝
が
、
キ
ュ
ウ

リ
フ
ァ
イ
タ

l
ズ
、
準
優
勝
チ
ー

ム
マ
さ
る
、

3
位
八
束
地
域
子
供

会
で
す
。

〕6
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大
人
と
は

一
味
違
う
富
玉
の
投
げ
合
い

企ガマンも勝負、大五郎



場広のなんみ
学
校
給
食
週
間
に
あ
わ
せ

今
金
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
給
食
週
間

(
l
月

MAR-ω

日
)
に
あ
わ
せ
て
町
内
の
小

・
中

学
校
か
ら
学
校
給
食
に
関
す
る
標

語
・
作
文
を
募
集
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
学
校
給

食
の
意
義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て

児
童
生
徒
、
教
職
員
、
保
慾
者
や

標
語
・
作
文
の
金
賞

受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

給
食
を
全
部
食
べ
る
と
、

給
食
の
お
ば
さ
ん
に
こ
に
こ
顔

学
校
祭
の
お
も
い
で

生
活
園
芸
科

1
年

外

舘

兼

匡

さ

ん

ぼ
く
は
、
学
校
祭
で
い
ち
ば
ん

よ
か
っ
た
こ
と
は
、

「よ
さ
こ
い
」

を
お
ど
っ
た
こ
と
で
す
。
み
ん
な

が
み
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
が
ん

ば
っ
て
お
ど
り
ま
し
た
。
お
と
う

さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
お
ね
え
さ

ん
が
き
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
う
た

「
マ
イ

が
た
の
し
か
っ
た
で

バ
ラ
ー
ド
」

す。末
藤
農
場
で
の
一
日
実
習

生
活
家
庭
科

1
年

塚

越

希

さ

ん

私
の
は
た
ら
く
場
し
ょ
は
末
藤

農
場
で
す
。

9
月

1
日
月
曜
日

レ

地
域
住
民
の
方
々
の
理
解
や
関
心

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
は

じ
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

作
品
は
、
各
学
校
か
ら
標
語

・

作
文
あ
わ
せ
て
日
点
が
出
展
さ
れ
、

受
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
標
語
の
部

(
敬
称
略
)

ム
H

金

賞

花

石

小

4
年

鈴

木

め

く

み

川午l
種改|
川 I(J) I 

み今宮市|
.J こヲ乙 ーーーー

は 校
し l
い 年
く
み
さ
ん

恥，ι{

き

ょ

う

う

ち

で

す

こ

し

し

か
た
べ
な
か

っ
た
き
ゅ
う
し
ょ
く

の
ラ
ー
メ
ン
を
ぜ
ん
ぶ
た
べ
た
。

し
ょ

っ
ぱ
く
て
め
ん
が
、
お

お
く
て
お
い
し
か
っ
た
。
に
く
や

ナ
ル
卜
な
ん
か
い

っ
ぱ
い
入

っ

て
い
た
。
す
ご
く
お
い
し
く
て

み
ん
な
の
こ
さ
ず
た
べ
た
。‘ • 

に
、
み
ん
な
で
い
き
ま
し
た
。
私

は
ふ
く
ろ
の
中
に
い
も
を
い
れ
る

の
が
大
変
で
し
た
。
私
は
鈴
木
先

生
と
二
人
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
言
わ
れ
な
が
ら
や
っ
て
つ
ら

か
っ
た
で
す
。
ぼ
う
し
と
軍
手
を

忘
れ
て
し
ま
い
残
念
で
し
た
。
作

業
中
に
何
度
も
背
中
が
出
て
、
そ

れ
を
直
す
の
が
大
変
で
し
た
。
で

も
み
ん
な
に
は
げ
ま
さ
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

天
気
は
途
中
か
ら
雨
が
降
り
だ

し
ま
し
た
。
最
後
に
は
ザ
ン
ザ
ン

降
り
に
な
っ
て
す
こ
く
苦
労
し
ま

し
た
。昼

ご
は
ん
は
弁
当
で
お
に
ぎ
り

と
か
ジ
ュ
ー
ス
と
か
私
の
好
き
な

物
で
し
た
。
途
中
で
お
茶
を
飲
ん

で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
か

え
り
に
、
パ
ン
と
ジ
ュ
ー
ス
を
も

ら
い
ま
し
た
。
ゆ
か
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
パ
ス
に
の
っ
て
か
え
り
ま
し

た。一
年
間
を
振
り
返
っ
て

産
業
科

l
年

本

間

由

佳

さ

ん

入
学
し
て
か
ら
約
1
年
が
た
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
金
の
自
然

あ
ふ
れ
る
地
で
、
ま
た
、
町
の
方

々
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
学
校

生
活
を
が
ん
ば

っ
て
き
ま
し
た
。

神
丘
小

6
年

田

中

千

賀

食

銅

賞

金

原

小

2
年

下

回

屋

公

子

食

入

賞

豊

田

小

6
年

庫

元

紅

里

。
作
文
の
部
(
敬
称
略
)

ム
H

金

賞

種

川

小

1
年

み
つ
は
し
い
く
み

カ

銀

賞

神

丘

小

4
年

中

野

愛

女

銅

賞

種

川

小

l
年

な
が
さ
き
ゅ
う
す
け

す
銀
賞

う
ち
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

み
ん
な
に
た
べ
さ
せ
る
た
め
に

か

い

も

の

に

い

っ
て

い

ろ

い

ろ
な
も
の
を
い

っ
ぱ
い
か

つ
て

き

て

に

た

り

や

い

た

り

し

て

た
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。
き
ゅ
う
し

よ
く
せ
ん
た
ー
で
も
お
な
じ
に

し
て
た
べ
さ
せ
て
く
れ
る
と
お
も

う
。
わ
た
し
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の

手

つ

だ

い

を

し

て

つ

く

っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の

と

き

た

い
へ
ん
む
ず
か
し
か

っ
た。

だ

か

ら

き

ゅ
う
し
よ
く
せ
ん

た
!
の
人
も
た
い
へ
ん
だ
と
お
も

う
。
そ
れ
で
い
く
み
は
、
の
こ

さ
ず
た
べ
る
よ
う
に
い

っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま
す
。

6
月
6
日
に
開
校
式
が
あ
り
ま

し
た
。
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来

て
、
き
ん
ち
ょ
う
の
中
や
っ
と
高

校
生
に
な
っ
た
き
が
し
ま
し
た
。

7
月
に
は
、
古
同
養
体
が
あ
り
、
選

手
と
し
て
、
選
ば
れ
た
私
は
、
一

生
懸
命
練
習
に
は
げ
み
ま
し
た

が
、
力
を
出
す
こ
と
が
、
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
は
、
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

体
育
祭
、
学
校
祭
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
町
の
方
々
が
た
く
さ
ん

来
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す。
現
場
実
習
で
は
、
佐
々
木
水
産

で
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
社

長
さ
ん
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
、
が
ん
ば
っ
て
高
校
生
活
を
お

く
つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
助
バ

(8) 

上
子
に
使
し

勾目、、

言
も
少
し
ず
つ
溶
け
は
じ
め
、

春
の
匂
い
が
し
て
き
ま
し
た
ね
。

今
回
、
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

は、

1
日
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
が

ベ
ッ
ト
上
の
生
活
を
し
て
い
る

「
お
年
寄
り
ゃ
体
に
障
害
を
お
持

ち
の
方
」
に
、

「介
助
バ

l
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

i
介
助
バ
ー

こ
の
商
品
は
、
長
期
間
寝
た
き

り
の
方
な
ど
が
、
ベ
ッ
ト
か
ら
降

り
て
立
ち
上
が
る
と
き
に
大
変
良

い
で
す
。
ま
た
、
ベ
ッ
ト
で
の
起

き
上
が
り
ゃ
車
椅
子
へ
の
移
乗
も

助
け
ま
す
。
仕
組
み
は
い
た
っ
て

簡
単
。
ベ
ッ
ト
の
側
板
に
は
さ
み

こ
ん
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
、

グ
リ
ッ
プ
の
部
分
が
直
角
に
回
転

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
支
え
に
し

た
り
手
す
り
で
使
用
さ
れ
る
と
、

大
変
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち
上
り
ゃ
起

き
上
が
り
、
車
椅
子

へ
の
移
乗
な

ど
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
介
助
者

の
負
担
も
軽
く
な
り
ま
す
。
介
助

バ

l
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
寝
て
い
る
こ
と
の
多
か
っ

• • ちアイドJし
あや

砂村上 彩ちゃん

(平成7年 4月8日生まれ)

美利河村上真也さん良子さんの長女

【親から】

わが家の娘は、毎日元気いっぱ い 1

お兄ちゃんや猫と戦って居ます。

もう也、し女の子らしくしてほしいので

すが。

大きくなったら、やさ しく 思いやり

のある干に育ってほしいと思います。

た
方
が
、
起
き
て
い
る
回
数
が
多

く
、
介
護
者
を
呼
ば
な
く
て
も
自

分
一
人
で
起
き
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

ベ
ッ
ト
ま
わ
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
器
具
と
し
て
は
「
グ
ッ
ト
グ
ッ

ズ
」
で
す
。

今
回
、
こ
紹
介
し
ま
し
た
商
品

(
介
助
バ

l
)
は
、
総
合
福
祉
施
設

と
し
べ
つ
内
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

て
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
購
入
の

際
に
は
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
他
の
福
祉
用
具
の

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

「ご
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
」

-ィ

*
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
ん
わ

。φl
l
η
4
巧

t
o
o
ハU

やま と

‘今阿弥真人ちゃん

(平成7年3月14日生まれ)

寒昇今岡正裕さん、ひとみさんの次男

【親から】

ガッチリと重た~い弥真人です。お姉ち

ゃん、お兄ちゃんにきたえられ、ヤンチャ

できかんぽうでそして泣き虫。ましてやお

とうさん似で、思った事は納得行くまでや

らないと満足しえよい頑固さで ともかく、

元気に真っすぐ育ってほしいです。

俳 句
z長:雪2雪2余ょ寒2被2
2老i掻か晴ば生t明あ り
のきれとけも

ご今2のにやのの
2に 日ひ久2己若水干払日

伝Zにしれ使Zへえ
ふう幾:きのふうば
る度5山2た音E寂3
鬼古やのめ母12ぬ
や北E雄?のの雪2

字ら住E姿し雛2音tの
宮ひいひいか飾2 宵t

なる

芳戸阪斉は今
ざ

賀 j宰 井藤ま村

あ慶みみ十由
き 紀井
え秋 えち夫子

向日川利別俳句会

〕QU
 

〔



(重点目標)

固困園回
い

つ

で

も

、

ど

こ

で

も

、

誰

で

も

が

、

¥

問
い
合
わ
せ
は
、

町
の
歴
史
や
自
然

・

文
化
を
大
切
に
し

f

二
l
三
四
八
八

家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も

っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第256号

H

集
ま
れ
チ
ビ
ッ

子
μ

町
教
委
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
し
た
『
集
ま
れ
チ
ビ
ッ
子
、

い
ま
か
ね
雪
だ
る
ま
塾
』
が
、

2

月
比
・

日
の
両
日
、
ふ
る
さ
と
学

習
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

4
小
学

校
か
ら
同
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
屋
内
レ
ク
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
、
ソ
バ
づ
く
り
、
歩
く

ス
キ

l
、
宿
泊
体
験
な
ど
、
学
域

や
年
齢
を
越
え
た
冬
期
間
の
交
流

事
業
で
す
。
運
日
一
品
指
導
に
は
、
多

く
の
機
関

・
団
体
の
方
々
に
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
達
の
様
子
を
み

ま
す
と
、
色
々
変
化
し
て
い
く
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
初
め
て
会
う

子
供
達
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
以
前
か
ら
の
友
達
の
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
高
学
年
の
子
が
、
い

つ
の
間
に
か
弟
や
妹
の
よ
う
に
低

学
年
の
子
の
面
倒
を
み
て
い
る
な

ど
。
指
示
待
ち
の
子
供
達
が
多
い

と
量一
因
わ
れ
る
中
で
、

一
旦
前
官
僚
を

運動ィ、足解消にミニテニス
世足

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ

l
ツ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
、
昨
年

川
月
に
札
幌
か
ら
締
附

を
招
き
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
ら
が
講
習
を
受

け
、
普
及
し
始
め
て
お

り
ま
す
。

こ
の

1
月
に
待
望
の

愛
好
会
(
代
表
新
家
洋

子
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

・

会
員

8
名
)
が
発
足
。

毎
週
水
眼
目
の
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で
総
合

体
育
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

会
員
か
ら
は

「ル
ー

ル
が
簡
単
で
適
当
な
動

1¥ 

億 .霊

告菌.き孝

雪
だ
る
ま
塾

の
み
込
む
と
自
ら
中
心
と
な
っ
て

行
動
す
る
子
供
達
を
発
見
で
き
る

の
も
交
流
事
業
の
側
面
で
す
。

家
庭
や
日
常
生
活
と
は
異
な
る

環
境
の
中
で
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
自
分
探
し
の
旅
を
し
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
子
供
達
が
、

楽
し
み
な
が
ら
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
自
分
を
発
見
す
る
の
も
、
ひ
と

つ
の
成
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

d ‘ 

• • 
る番喜~毛J鍾明

カ
ン
ジ
キ

〈文化財務訪21>

3
月
と
も
な
る
と

竪
雪
と
な
り
、
道
の

な
い
山
の
中
も
自
由

に
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
も
、
日
中

気
視
が
上
が
る
と
深

雪
に
足
を
取
ら
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
重
宝

わ
た
し
た
ち
の
生
涯
学
習

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
格
と
言

え
ば
ス
キ
ー
競
技
で
す
が
、
近
年

子
供
達
の
ス
キ

l
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
抱

え
な
が
ら
、
今
金
ス
キ

l
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
員
は
熱
心
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

同
少
年
団
は
、
指
導
員
同
名
(
小

林
実
代
表
)
、
団
員
位
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

「今
の
子
供
達
は
、
家
に
と
じ

こ
も
り
、
物
事
を
目
や
頭
で
吸
収

し
が
ち
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を

------

き
が
あ

っ
て
汗
も
か
け
、
運
動
不
一

足
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
最
適
」

-

と
の
声
も
。

一

こ
の
競
肢
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
ゾ

コ
ー
ト
で
、

E
Tル
製
の
柔
ら
一

1

か
い
ボ
|
ル
と
軽
く
小
さ
な
ラ
ケ
屯

ッ
ト
を
使
用
し
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ス
唖

1
1
i

で
プ
レ
ー
す
る
の
が
基
本
。
ラ
リ
'

1
ポ
イ
ン
ト
制
で
l
ゲ
l
ム
7
点
一

先
取
、

3
ゲ
l
ム
中
2
ゲ
l
ム
先
一

取
し
た
方
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

一
今
、
地
球
環
境
の
悪
化
が
世
界

主
な
ル

l
ル
は
①
全
て
ワ
ン
パ
一
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

ウ
ン
ド
の
後
、
ツ

l
バ
ウ
ン
ド
の
唱
神
丘
小
学
校
で
は
、
平
成
7
年
度

前
に
打
つ
②
サ
ー
ビ
ス
は
l
固

な

骨

か

ら
2
ヶ
年
間

『
北
海
道
環
度
教

ど
。
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
の
な
い
人
一
育
モ
デ
ル
校
』
の
指
定
を
受
け
実

で
も
、
簡
単
に
楽
し
め
ま
す
。

一
践
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
各
地
域
に
一
活
動
の
内
容
と
し
て
は
①
国
道

出
向
く
軽
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
指
導
に
一

2
3
0
号
線
と
町
道
沿
い
で
年
2

も
取
り
入
れ
、
普
及
し
て
い
く
こ
唱
回
空
き
缶
ひ
ろ
い
を
実
施
②
父
母

と
に
し
て
い
ま
す
。

-
と
共
同
で
学
校
林
の
『
観
察
の
森
』

愛
好
会
で
は
、
初
心
者
も
歓
迎
一
を
整
備
し
、
自
然
環
境
の
保
全
に

し
て
い
ま
す
。
用
具
は
、
総
合
体
一
取
り
組
ん
だ
③
P
T
A
会
員
に
も

育
館

(
2
1
2
0
2
6
)
に
備
え
一
呼
び
か
け
『
観
子
環
続
教
室
』
を

て
い
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
で
も
一
附
似
し
、
意
識
の
荷
揚
を
図
っ
た

個
人
で
も
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
唱
④
学
校
段
闘
で
栽
培
し
た
男
飼
い

く
だ
さ
い
。

-
も
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
、
交
通

す
る
の
が
カ
ン
ジ
キ
で
す
。
カ
ン

ジ
キ
は
山
陰
地
方
か
ら
北
海
道
ま

で
広
い
範
囲
に
分
布
す
る
雪
上
歩

流
し
、
転
ん
で
そ
の
痛
さ
を
肌
で

感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供

述
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
。

さ
ら
に

「自
ら
学
ぶ
姿
勢
で
、
伸

び
伸
び
と
滑
っ
て
欲
し
い
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
冬
は
寒
い
が
心
が

暖
か
く
な
る
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
き
た
い
」
と
、
小
林
さ
ん
は
熱

っ
ぽ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
次
代
を
担
う
子

供
達
に
夢
を
の
せ
て
指
導
に
当
る

方
々
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

ス
キ

l
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

• • 

環
指
教
育
で
向
日
か
な
心
を
育
む

ム

4
T
'
A

事
故
防
止
を
訴
え
た
ー
ー
な
ど
。

ま
た
、
植
物
の
栽
崎
や
動
物
の

飼
育
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
人
間
と
環
境
の
か
か
わ
り

を
学
び
、
校
舎
内
外
の
環
境
整
備

や
襟
語
ポ
ス
タ
づ
く
り
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。

中
野
校
長
は
「
こ
れ
ま
で
勤
労

や
奉
仕
活
動
に
受
動
的
だ
っ
た
子

供
達
が
、
積
僅
的
に
空
き
缶
ゼ
ロ

運
動
に
参
加
し
た
り
、
身
近
な
生

活
の
場
で
は
節
水
や
節
電
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
な
ど
、
豊

か
な
感
受
性
が
身
に
つ
い
た
よ
う

で
す
。
大
人
に
な

っ
て
も
、

学
校

で
の
体
験
が
生
き
て
い
く
の
で

は
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
日
本
で
国
際
会
議
が
聞

か
れ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に

つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
地
球

の
温
暖
化
、
海
洋
汚
染
、
廃
棄
物

の
不
適
切
な
処
理
な
ど
が
原
因
に

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と

り
が
、
環
境
問
題
を
身
近
な
こ
と

と
し
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら

行
動
に
移
す
こ
と
が

『環
境
に
や

さ
し
い
社
会
』
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
具
で
す
。
一
本
の
木
ま
た
は
竹

で
組
ん
だ
円
形
の
単
輸
型
、
前
輪

と
後
輸
を
組
み
合
わ
せ
る
複
輪

ひ
ょ
う
た
ん

型
、
木
を
瓢
箪
の
形
に
組
む
瓢
箪

型
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道

に
は
複
輪
型
が
多
い
よ
う
で
す
。

種
川
の
上
田
茂
さ
ん
は
今
で
も
カ

ン
ジ
キ
を
作
れ
る
数
少
な
い
方
で

す
。
上
回
さ
ん
は
は
M
i
凶
歳
の
時

カ
ン
ジ
キ
づ
く
り
を
党
え
、
以
来

ω年
以
上
冬
期
間
に
つ
く
り
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ワ
の
木
を

材
料
と
し
て
、
木
を
煮
て
柔
ら
か

く
し
、
型
に
は
め
、
加
工
す
る
と

い
う
根
気
の
い
る
作
業
で
す
。

2
2
2
8
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
N
 

民M
 

P
ゐ

rも 〆動
は
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
の
芽
が
吹
く
、
3
月
下
旬

ま
で
続
き
ま
す
。

1
4
t
 

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

A
Z
R
V
 

8
日
間

第
5
回
今
金
ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
ス
キ
!
大
会

9
・
∞
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場

8
日
間

第
幻
田
町
民
歩
く
ス
キ

ー
の
集
い

9
・
∞
ピ
リ

カ
遺
跡
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス

8
日
叩
ふ
れ
あ
い
ゲ
1
ト
ポ
l

ル
大
会

9
・
∞

総
体

u
日
附
今
金
町
社
会
教
育
モ
ニ

タ
ー
事
業

凶
・
∞

学
習
セ
ン
タ
ー

リ
日

ω
生
涯
学
習
推
進
会
議

ゆ

・
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

は
日
出

桧
山
子
連
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ

l
研
修
会

ω
・
必
町
民
セ
ン
タ
ー

日
日
間

サ
ロ
ン
フ

y
ト
ボ

l
ル

大
会

9
・
∞

総

体

日
日
刷
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

「
む
か
し
む
か
し
の
特
産

品
・
鉱
産
物
」
日
・

∞

教
育
委
員
会

同
日
刷

青
少
年
健
全
育
成
推
進

委

員

会

内

・
∞

学
習

セ
ン
タ
ー

内

4
R
V

i
日
刷

今
金
町
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
総
会

ω
・
∞
総
体

(10J 

-日の• で2-3550 いしめなどの閑談電話は、

(11 J 



4~~ø訪日告白~

臨
時
事
務
員
を
募
集

町
は
、

4
月
か
ら
勤
務
す
る
女

子
臨
時
事
務
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を

3
月
凶

日
ま
で
に
総
務
謀
総
務
係
ま
で
提

出
願
い
ま
す
。戸

μ

品可

口

女
子
臨
時
事
務
員
若
干
名

年
齢
凶
歳
以
上
の
女
子

お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係

8
2
l
o
l
-
-

O ※ 4月から国民年金の保険料が変わりまタ

0定額保険料 13.300円 1年間前納額(4i'1払) 155.750円

。 付加+定額保険料 13.700円 I年間前納額 (4円払) 160.430円

国民'1'金保険料は基砲年金(老齢 ・聞書 i世朕)を支払うための

大切な財i匝です.

現在、年金を受けている方々の怒らしを支え 将来の私たち自身

が4ド金を畳けるときの年金の値打ちを確かなものにするための保険

料の引き tげです。

どうぞご理解ください.

京前納割引は4月に保険料を前納した場合にかぎります.

健診を受けて明るい健康づくり

3月みんなの健康

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

記き

3
月
初
円

(
木
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事

務
所
職
員
2
名

《
町

民

談》

1
、
とハロ

l
ワ
ー
ク
か
ら

職
員
の
派
遣
つ
い
て

北
倫
山
職
業
相
談
室
へ

の
職
員

派
遣
日

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

4
月
以
降
の
派
逃
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

。
4
月
8
日

日
時
1
げ
時

9
日

9
時
1
ロ
時

な
お
、
北
倫
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
戦
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。。
お
問
い
合
わ
せ

• 

， 
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屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や

氷
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

。
屋
根
の
つ
ら
ら
な
ど
は
、

の
気
混
が
上
昇
す
る
午
前
川
時
こ

ろ
か
ら
午
後
2
時
こ
ろ
に
か
け
て

最
も
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
歩

行
者
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
方
は
、
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

川
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
が
落

ち
や
す
く
な
っ
て
い
る
家
屋
の
軒

下
は
、
で
き
る
だ
け
通
行
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

ず
通
行
す
る
と
き
に
は
、
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ω小
さ
な
お
子
さ
ん
を
屋
外
で
遊

ば
せ
る
と
き
に
は
、
保
護
者
の
方

は
お
子
さ
ん
が
軒
下
で
遊
ぶ
こ
と

が
絶
対
に
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

。
屋
根
に
降
り
綴
も
っ
た
雪
の
処

理
な
ど
を
す
る
と
き
に
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日

J)'j EI 対 生 古 実施日 時 f問 対象地区 実施会場 l山 4 

一般住民関係

一般州議 主住民 日1司 ()I) 10:00-11 :30 全地区 総保合他招祉施設内 他(胤M庄S相測談定 尿検査)センター

一般相誠 全住民 16日()I) 10:00-11 :30 " " " 

一位相談 全住民 23円 ()I) 10:00-11 :30 " H H 

一般相殺 主住民 30円 (月) 10:00-11 :30 N H " 

般相議 全住民 4fl6日(H) 10 : 00-11 : 30 " " W 

A(E耳医;;地1科区)巡回診療 全住民 10日(先) 畳IJ2時0間 " " 医八2師2総診合察病(院有耳料鼻)科
14: 20-14: 50 

無(HHl豆科地)区巡阿診療 全住民 26円 (木) 畳fJ2時0間 " " 八医1師2総診合察梢(院有l料眼科) 
14: 20-14: 50 

ふれあい介護教室 全住民 14日(土) 実10施0時0間~l12E D H " 高脱齢が一せ古方の衣(服'J:の技r)iせ方 ・

乳幼児関係

乳児相談 生後 3.6. 9ヵ月児 191司(木) 受9付0時0間-9: 15 全地区 総保合健セ前祉ン肱タ設ー内 身体;it"iJ!IJ 他牒相談

乳児他診 生後4、7、10.12力向鬼 191守(木) 受12付4l昨0日1 M N 身融体栄訓晶測相・ I~敵問診地察崩相歯説科相
-13: 00 

1 t昌 6 ヵ)J他~~ 生後 l厳 7、 8IJ FI児 5円(木) 受12付4時0l~Hl138D H " 身曲科体計・5欄R晶原随崎臨宜個最医師7診ッ察，# 

股l地節脱臼検査 生後4ヵ月児 101'1 (火) 畳13付0l時0llfl " 今金保他所 股|瑚節X線品1彩
-14: 00 

すくすく子育てダイヤル 就る学保前護者までの幼児のい 11円 (，ド) 9:00-12:00 " 2 -2 7 8 0 1包話による心配事相談

妊産婦関係

妊婦他診
1
1m ω |畳13fI3

時
0-
間

14:00 I
全地区 |総保健合福セ祉ン施タ削ー |晒身酬附詰陪医横師宜抑舶制来韮) 

(保他府『祉叫!他1I!づくり 国保係)

(敬体附)

川 ぺ ' 靴 庄

小 川 食 品

川 部 l凶会

両凹 l凶 1苫

i皐 j悼 とめ

) )11雌チ ヨ

リカー&フーズみなみか;t'J/u1
ij' f'i )j' 兄
(1，際モ ー タ一両会

k U 行雄

今金円有株式会 科

阪 爪治 Y4
今金オート 株式会社

スナ y ク まこ

柳 師会

今金 IHJ 民合明団

ii'f ;1<. 仙次

六 時 7~:; うた

フラ ワ一

八丁

今世川rJ[;'iI! 

《埼玉県》

日古 も，!!l

《長野県》

吉田

《札幌市))

片岡

宮崎

脚丸

((鵡川町F
小泉

((大野町》

~ t b.JJ 
《上 ノ国町B
大谷

《北槽山町》

北柑山間詩歌 一 同

《今金町》

犬塚 アサ下

カナリヤ 会

杉山門別

ファミリ ショップナイトウ

10. 2 .10 

社会福祉協議会だより
※光の里学闘、 !11)j，闘、社会招祉協調会への多額のこ'寄付

ご厚意あ りがとうこ'ざいました.

IYl 

日j本u

作

ノド

m 

川
屋
娘
に
綴
も
っ
た
雪
が
道
路
上

に
落
ち
る
よ
う
な
建
物
に
は
、
雪

が
落
ち
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
丈
夫

な
滑
り
止
め
を
設
出
し
ま
し
ょ
う
。

ωす
で
に
設
倍
し
て
い
る
滑
り
止

め
も
、
長
期
間
使
用
し
て
い
る

と
、
強
さ
が
不
足
し
た
り
、
針
金

な
ど
が
さ
び
て
こ
わ
れ
て
し
ま

い
、
雪
が
道
路
に
落
ち
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

積
雪
が
多
く
な
る
前
に
必
ず
点

検
を
し
て
、
早
自
に
修
繕
し
ま
し

ょ-つ。ω屋
間恨
の
雪
、氷、

つ
ら
ら
は
、
気

品
が
上
が
っ
た
と
き
や
雨
の
降
っ

• • 血
圧
の
知
識
を

再
点
検
1

「向山圧
」
は
気
軽
に
測
定
で
き

「
官
同

る
健
康
の
目
安
で
も
あ
り
、

血
圧
」

「血
圧
が
高
め
」
と

又
は

言
わ
れ
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。

「
血
圧
が
高

い
と
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す
こ
と

と
い
う
認
識
も
広
が
り

関
心
が
も
た
れ
る
血
圧
で
す
が
、

が
多
い
」

ま
だ
ま
だ
間
違
っ
た
認
識
を
し
て

い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
さ
て

あ
な
た
は
ど
の
く
ら
い
正
し
く
質

問
に
答
え
ら
れ
ま
す
か
っ

①
血
圧
が
高
く
て
も
自
覚
症
状
が

無
い
う
ち
は
安
全
で
あ
る
つ

⑪
高
血
圧
は
自
党
症
状
が
無
い
の

よ
く
言
わ
れ
る
頭

が
普
通
で
す
。

焔

・
肩
凝
り

・
日
ま
い

・
手
の
し

び
れ
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
高
血

圧
の
症
状
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

高
血
圧
は
ひ
そ
か
に
悪
化
し
て
い

き
ま
す
。
「
血
圧
が
高
い
」
と
言
わ

れ
た
ら
「
症
状
が
無
い
か
ら
」
と

言
わ
ず
謙
虚
に
認
め
ま
し
ょ
う
。

②
高
血
圧
と
わ
か
っ
た
ら

一
刻
も

早
く
正
常
の
値
に
下
げ
る
べ
き
?

⑧
急
に
下
げ
る
と
内
臓
の
血
液
の

流
れ
が
恕
く
な
り
機
能
が
低
下
し

ま
す
。

例
え
ば
上
1
8
0
の
血
圧

を
突
然
1
2
0
に
下
げ
る
と
肝
臓 YJ 

ili'i 

〕
内
ノ
』1

 
〔

よ
A
n制iム4

!jl 

お

ÚI~ 

iE 

;;!主

fí~ 

'目.，

た
と
き
に
特
に
落
ち
や
す
く
な
り

ま
す
。
早
め
に
取
り
除
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

川
屋
様
か
ら
の
雪
降
ろ
し
は
、
歩

行
者
な
ど
に
危
険
の
な
い
よ
う

に
、
十
分
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ

』つ。ω屋
緩
か
ら
多
量
の
冨
が
落
ち
た

と
き
は
、
事
故
が
発
生
し
て
い
な

い
か
直
ち
に
確
認
し
、
落
ち
た
雪

が
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら

な
い
よ
う
に
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

川
敷
地
内
の
雪
は
、
歩
行
者
な
ど

の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
道
路

に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

を
痛
め
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
誕
の
繍
盤
は
医
師

の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
降
圧
剤
は
血
圧
が
古
川
い
と
き
に

飲
め
ば
よ
い
っ

⑧
薬
で
劇
圧
を
下
げ
て
も
止
め
る

と
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ゴ
ム
風

船
が
膨
ら
ん
だ
り
縮
ん
だ
り
を
繰

り
返
す
と
弱
く
な
っ
て
破
れ
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
市
川
管
も
弱
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
規
則
的
に
飲

み
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
香
辛
料
や
肉
は
血
圧
に
悪
い
つ

@
ワ
サ
ビ

・
唐
辛
子
等
は
食
べ
る

と
カ

l
ッ
と
熱
く
な
る
の
で
血
圧

に
惑
そ
う

0

・と
言
う
人
も
い
る

の
で
は
?
で
も
、
本
当
に
胤
庄
に

良
く
な
い
の
は
「
食
胤
」
で
す
。
食

塩
を
多
く
と
る
と
体
内
に
水
を
貯

め
て
血
の
中
の
温
分
を
薄
め
よ
う

と
い
う
働
き
が
起
こ
り
、
血
液
量

が
憎
し
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
長

年
塩
っ
ぽ
い
も
の
ば
か
り
を
多
く

と
る
と
調
節
が
効
か
な
く
な
り
本

格
的
な
高
血
圧
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
腐
を
腔
え
味
が
薄
く
な
っ

た
と
こ
ろ
に
香
辛
料
を
上
手
に
使

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
肉
は
い
け

な
い
と
い
う
の
も
昔
の
話
で
す
。

さ
て
、
正
解
は
い
く
つ
あ
り
ま

し
た
か
っ
(
健
康
づ
く
り
係
)
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〔



。8008。令住畏の動車主や令令

l月末現在

前日対比

7， 285人(ム 7) 

3， 504人(ム1)

3，781人(ム 6)

2， 652世帯(ム1)

口

数男

女

帯

人

世

休日当番医
道南ロイヤル病院(北槍山)84-5011

崎医院(瀬棚)87-3021 

今金町立国保病院(今金)82-0221

道南ロイヤル病院(北柏山)84-5011 

北や白山町立国保病院(北櫓山)84-5321

3月 1日

楢8日

15日

21日

金)82-0324院(今医回包

22日

29日

也)鈴岡下台

人)南栄町

辰

牧

l月17日(保護者

2月10日(保護者

うとでめおう

ん

ん

:

や

や

6

ち

ち

じ

ゃ也

ゃ也

ん

肘
祐

忠
明

たぉロ
吉本

海津

日
赤
奉
仕
団
慰
問
巴
向
け

プ
レ
ゼ
ン
ト
っ
く
り

今
金
町
日
赤
奉
仕
団
(
阿
知
波

公
子
委
員
長
団
員

ω名
)
で
は
、

毎
年
3
月
に
実
施
し
て
い
る
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
慰
問
す

る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
茶
碗
な
ど
が
洗
え
る

手
作
り
の
ア
ク
リ
ル
毛
糸
の
タ
ワ

シ
3
0
0
個
を
つ
く
り
、
各
家
庭

を
訪
問
し
た
と
き
に
団
員
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

O 

t 

又

2月16日受付分まで

111J 

111] 

申書

美

金

八

廿
川

85歳

82歳

84歳

~おくやみもうしあげます

1月28日

2月 5日

2月11日

石塚オジヨさん

ハナさん

藤田美禰男さん

佐藤

スピードを競うテク=ック、

第35回町民スキー大会と第33回ライオンズ杯スキ

ー大会 1月25日ピリカスキー場で行われました。

大会では、各選手がゴールするたびに大会役員、

家族の声援を受けていました。

窃昌自@宙æl~
平成9年4月から週40時間労働市jが全面的に適

用されています。

従業員(パートを含む) 10人以上の事業場は就

業規則の変更の届け出をお忘れなく。

詳しくは、函館労働基準監督署まで

0138-23-1276 
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北海道中学校体育大会決まる

第29回

北海道中学校バドミントン大会
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電話

平成10年度

平成10年8月4日(火)、5日(水)、 6日(木)

今金町総合体育館 ・北檎山町民体青館

日期

会

今合IJfυームページ

場

編
集
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画
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